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特徴
• 高性能

- ピン間のロジッ ク遅延 : 5ns
- 最大 fCNT = 125MHz

• 広い集積度範囲

- 36 ~ 288 マクロセル 
( 使用可能なゲート数 : 800 ~ 6,400 個 )

• 5V インシステム プログラマブル

- 10,000 回のプログラム / 消去サイクル

- コマーシャル電圧範囲および温度範囲でプログラム /消去
可能

• ピン固定アーキテクチャの向上

• 柔軟性のある  36V18 ファンクシ ョ ン ブロ ッ ク

- 90 個の積項がファンクシ ョ ン ブロ ッ ク内のマクロセル
( 最大 18 個 ) を駆動する

- グローバルおよび積項クロ ッ ク、 出力イネーブル、
セッ ト / リセッ ト信号

- 拡張された IEEE 1149.1 バウンダ リ  スキャン (JTAG) 
をサポート

- 各マクロセルに対して電力削減モードのプログラムが
可能

- 各出力にスルー レート制御がある

- ユーザー プログラマブルなグランド  ピン

- デザイン保護用のパターン セキュ リ ティ機能の強化

- 高駆動 24mA 出力

- 3.3V または 5V I/O 
- 高度な CMOS 5V FastFLASH™ テク ノ ロジ

- 複数の XC9500 デバイスをパラレル プログラ ミ ング可能

ファ ミ リの概要
XC9500 CPLD ファ ミ リは、 高性能な汎用のロジッ ク統合用に高

度なインシステム プログラムおよびテス ト機能を提供します。す

べてのデバイスが、 最低 10,000 回のプログラム/消去サイクルの

インシステム プログラムが可能です。 また、全ファ ミ リでは、広

範な IEEE 1149.1 (JTAG) バウンダ リ  スキャンがサポート されて

います。 

表 1 に示すよう に、XC9500 デバイスの集積度は、レジスタ数 36～
288 個 (ゲート 数 : 800～6,400 個) です。 表 2 に、 さ まざまなパッ

ケージ オプショ ンおよび関連する  I/O を示します。 XC9500 ファ ミ

リ は完全なピン互換があるため、使用されるパッケージ フッ ト プリ

ント に基づいて、異なる集積度へ容易にデザインをマイグレーショ

ンできます。

XC9500 のアーキテクチャは、インシステム プログラム機能の要

件に対応しています。 強化されたピン固定機能によ り、 高コス ト

の原因となるボードの再設計を回避できます。 また、 拡張された

JTAG 命令セッ トによ り、プログラ ミ ング パターンおよびインシ

ステム デバッグのバージ ョ ン管理が可能になり ます。 動作範囲内

でのインシステム プログラ ミ ングおよび 10,000 回のプログラム/
消去サイクルという持続性によ り、 再コンフ ィギュレーシ ョ ンで

容易にシステムをフ ィールド  アップグレードできます。

高度なシステム機能と しては、システム ノ イズを軽減させるため

の出力スルー レート制御およびユーザー プログラマブル グラン

ド  ピンがあ り ます。 I/O は、 3.3V または 5V 動作用にコンフ ィ

ギュレーシ ョ ンできます。 すべての出力は、 24mA です。

0

XC9500 インシステム 
プログラマブル CPLD ファ ミ リ
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表 1 : XC9500 デバイス ファ ミ リ

XC9536 XC9572 XC95108 XC95144 XC95216 XC95288

マクロセル 36 72 108 144 216 288

使用可能なゲート 800 1,600 2,400 3,200 4,800 6,400

レジスタ 36 72 108 144 216 288

TPD (ns) 5 7.5 7.5 7.5 10 15

TSU (ns) 3.5 4.5 4.5 4.5 6.0 8.0

TCO (ns) 4.0 4.5 4.5 4.5 6.0 8.0

fCNT (MHz)(1) 100 125 125 125 111.1 92.2

fSYSTEM (MHz)(2) 100 83.3 83.3 83.3 66.7 56.6

1. fCNT = 16 ビッ ト  カウンタの動作周波数

2. fSYSTEM = 複数のファンクシ ョ ン ブロ ッ クがある汎用システム デザインの内部動作周波数
DS063 (v5.4) 2006 年 4 月 3 日 japan.xilinx.com 1
Product 製品仕様

© 2006 Xilinx, Inc. All rights reserved.すべての Xilinx の商標、 登録商標、 特許、 免責条項は、 http://japan.xilinx.com/legal.htmにリス ト されています。 その他すべての
商標および登録商標は、 それぞれの所有者が所有しています。 すべての仕様は通知なしに変更される可能性があります。

http:www.xilinx.com/legal.htm
http://www.xilinx.co.jp/legal.htm
http://www.xilinx.co.jp/legal.htm


XC9500 インシステム プログラマブル CPLD ファ ミ リ
R

アーキテクチャの説明
各 XC9500 デバイスは、複数のファンクシ ョ ン ブロ ッ ク  (FB) と
I/O ブロ ッ ク  (IOB) が Fast CONNECT™ スイ ッチ マ ト リ ッ クス

で内部接続されて構成されているサブシステムです。 IOB は、 デ

バイスの入力および出力をバッファ リ ングします。 各 FB は、 36
個の入力と  18 個の出力を備えたプログラム可能なロジッ ク機能

と して有効です。 Fast CONNECT スイ ッチ マ ト リ ッ ク スは、 す

べての FB 出力と入力信号を FB 入力へ接続します。 各 FB では、

12 ～ 18 出力 (パッケージのピン数に依存) および関連する出力

イネーブル信号が IOB を直接駆動します。 詳細は、図 1 を参照し

て ください。 

表 2 : 使用可能なパッケージおよびデバイス I/O ピン (専用 JTAG ピンは含まない)
XC9536 XC9572 XC95108 XC95144 XC95216 XC95288

44 ピン VQFP 34 - - - - -

44 ピン PLCC 34 34 - - - -

48 ピン CSP 34 - - - - -

84 ピン PLCC - 69 69 - - -

100 ピン TQFP - 72 81 81 - -

100 ピン PQFP - 72 81 81 - -

160 ピン PQFP - - 108 133 133 -

208 ピン HQFP - - - - 166 168

352 ピン BGA - - - - 166 192

1. ほとんどのパッケージは、 鉛フ リー バージ ョ ンがあ り ます。 詳細は、 各データシート を参照してください。
2 japan.xilinx.com DS063 (v5.4) 2006 年 4 月 3 日
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ファンクシ ョ ン ブロック
図 2 に示す各ファンクシ ョ ン ブロ ッ クには、 18 個の独立したマ

クロセルがあ り、 組み合わせファンクシ ョ ンやレジスタ付きファ

ンクシ ョ ンをインプ リ メ ン ト できます。 また、 FB は、 グローバ

ル ク ロ ッ ク、 出力イネーブル、 およびセッ ト / リ セッ ト信号も受

信します。 FB では、Fast CONNECT スイ ッチ マ ト リ ッ クスを駆

動する  18 個の出力を生成します。 18 個の出力とそれらに対応す

る出力イネーブル信号は IOB も駆動します。

FB 内のロジッ クは、積和を使用してインプリ メン ト されます。 36
入力から、72 個の相補信号がプログラマブル AND アレイへ送信

され、 90 個の積項を構成します。 そして、 積項アロケータがこれ

らの積項 (最大 90) を各マクロセルへ割り当てます。

各 FB (XC9536 を除く ) にはローカル フ ィードバッ ク  パスがあ

るため、 FB の外部へアクセスしな くても  FB 出力が自身のプロ

グラマブル AND アレイを駆動できます。 これらのパスは、 高速

カウンタや、同じファンクシ ョ ン ブロ ッ ク内にすべてのステート

レジスタがあるステート  マシンを作成する際に使用します。 

図 1 : XC9500 アーキテクチャ
メモ : ファンクシ ョ ン ブロ ッ ク出力 (太字で表示) は、 I/O ブロ ッ クを直接駆動します。
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図 2 : XC9500 のファンクシ ョ ン ブロック
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マクロセル
各 XC9500 マクロセルは、 組み合わせファンクショ ンまたは定義

されたファ ンク ショ ンと して個別にコンフィ ギュレーショ ンでき

ます。 図 3 に、 マク ロセルと 関連する  FB ロジッ クを示します。

AND アレイからの 5 つの直接積項は、組み合わせファンクショ ン

をインプリ メ ント するために OR および XOR ゲート のプライマ

リ  データ入力と して使用、またはクロッ ク 、セッ ト /リ セッ ト およ

び出力イネーブルを含む制御入力と して使用できます。 各マク ロ

セルに関連する積項アロケータによって、 5 つの積項がどのよ う

に使用されるか決定されます。

マク ロセル レジスタは、D 型および T 型フリ ッ プフロッ プと して

コンフィ ギュレーショ ンでき、 また組み合わせ動作用にバイパス

も可能です。 各レジスタは、非同期のセッ ト およびリ セッ ト 動作を

両方サポート します。 パワー アッ プ中、 すべてのユーザー レジス

タはユーザーが定義したロード 前のステート に初期化されます 
(指定されてない場合は、 デフォルト 値 0)。

図 3 : ファンクシ ョ ン ブロック内の XC9500 マクロセル 
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各マク ロセルでは、 ク ロ ッ ク、 セッ ト / リ セッ ト 、 および出力イ

ネーブル信号を含むすべてのグローバル制御信号を使用できま

す。 図 4 に示すよ うに、マクロセル レジスタ  ク ロ ッ クは、 3 つの

グローバル ク ロ ッ クまたは 1 つの積項クロ ッ クを使用します。 デ

バイス内では GCK ピンの相補する両極を使用できます。 また、

ユーザー レジスタをユーザー定義のステー ト に設定できるよ う

にするため、 GSR 入力もあ り ます。

図 4 : マクロセル クロックおよびセッ ト /リセッ ト機能
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積項アロケータ

積項アロケータは、各マクロセルに 5 つの直接積項をどのよ うに

割り当てるかを制御します。 たとえば、 図 5 では、 5 つすべての

直接積項が OR ファンクシ ョ ンを駆動します。

積項アロケータは、 FB 内にほかの積項を再び割り当てて、 マク

ロセルのロジッ ク  キャパシテ ィ を 5 つの直接項よ り多くする こ

とができます。 積項を追加する必要があるマク ロセルは、 FB 内
の他のマク ロセルの未接続積項へアクセスできます。 1 つのマク

ロセルに対して最大 15 積項の追加が可能であ り、 インク リ メ ン

タル遅延 (TPTA) は微小です (図 6)。

インク リ メンタル遅延は、 別のマクロセルの積項のみに影響しま

す。 直接積項のタイ ミ ングは変化しません。

図 5 : 直接積項を使用するマクロセル ロジック
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複数のマク ロセルに及ぶ部分的な積和を結合する こ とによって、

積項アロケータは、 FB 内のマク ロセルからの積項を再度割り当

てできます (図 7 を参照)。 この例では、 インク リ メンタル遅延は

わずか 2*TPTA 程度です。 どのマクロセルに対しても最大 90 積項

を使用でき、 この場合の最大インク リ メ ンタル遅延は 8*TPTA に
なり ます。

図 7 : 複数のマクロセルに及ぶ積項の割り当て
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図 8 に、 積項アロケータの内部ロジッ クを示します。

図 8 : 積項アロケータのロジック
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Fast CONNECT スイッチ マト リ ッ クス

図 9 で示すよ うに、Fast CONNECT スイ ッチ マ ト リ ッ クスは FB
入力へ信号を接続します。 (ユーザー ピン入力に対応する) すべて

の IOB とすべての FB 出力は Fast CONNECT マ ト リ ッ クスを駆

動します。 ユーザー プログラ ミ ングによってこれらの中のいくつ

かが選択され (最大は FB のファンイン リ ミ ッ ト の 36)、 一定遅

延で 各 FB を駆動します。

Fast CONNECT スイ ッチ マ ト リ ッ クスは、 目的の FB を駆動す

る前に複数の内部接続を 1 つのワイヤード  AND 出力へ結合する

こ とが可能です。 これによ り、 追加のタイ ミ ング遅延を生じさせ

ずにロジッ クを追加でき、 目的の FB に対して効果的にロジッ ク

ファンインを増加させるこ とができます。 この機能は、FB 出力を

使用している内部接続に対してのみ使用でき、 適切な開発ソフ ト

ウェアで自動的に実行されます。

図 9 : Fast CONNECT スイッチ マト リ ックス
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I/O ブロック

I/O ブロ ッ ク  (IOB) は、内部ロジッ ク とデバイス  ユーザー I/O ピ
ンを相互接続するインターフェイス とな り ます。 各 IOB には、入

力バッファ、 出力ド ラ イバ、 出力イネーブル セレクシ ョ ン マル

チプレクサ、 およびユーザー プログラマブル グランド制御があ

り ます。 詳細は、 図 10 を参照してください。

入力バッ ファ は、 標準的な  5V CMOS、 5V TTL、 および 3.3V 信
号レベルに準拠し ていま す。 入力バッ ファ は 5V の内部電源

(VCCINT) を使用して入力しきい値を一定にし、 VCCIO 電圧の影響

を受けないよう にします。

出力イネーブルは、 4 つのオプシ ョ ン (マク ロセルからの 1 つの

積項信号、 グローバル OE 信号、 always [1]、 または always [0])
から生成されます。 グローバル出力イネーブルの数は、 マク ロセ

ル数が 144 個以下のデバイスには 2 つあ り、その他のデバイスに

は 4 つあ り ます。 グローバル ト ラ イステー ト制御 (GTS) ピンの

両極性をデバイス内で使用できます。

図 10 : I/O ブロックおよび出力イネーブルの機能
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各出力では、 個別にスルー レート を設定できます。 ユーザー制御

で出力エッジ レート を減速させる と、 システム ノ イズが減少す

る場合があ り ます (追加遅延 TSLEW が生じる)。 詳細は、 図 11 を
参照してください。

各 IOB には、 ユーザー プログラマブル グランド  ピン機能があり

ます。 これにより 、デバイス  I/O ピンを追加グランド  ピンと してコ

ンフィ ギュレーショ ンできます。 プログラマブル グランド  ピンを

外部グランド 接続へ接続すること によって、多数のスイッチング出

力から生じるシステム  ノ イズを低減できる場合があり ます。 

各デバイス  I/O には制御プルアップ抵抗 (通常 10KΩ) が付いて

いるため、 デバイスが通常のユーザー動作でないと きにフロー

ティング状態になるこ とを回避します。 この抵抗は、 デバイスの

プログラ ミ ング中およびシステムのパワー アップ中にアクテ ィ

ブになり ます。 また、 消去されたデバイスに対してもアクティブ

になり ます。 通常の動作中は非アクティブです。

出力ド ライバは、 24mA 駆動を供給できます。 デバイスのすべて

の出力ド ライバは、 デバイス出力電圧供給 (VCCIO) を 5V または

3.3V に接続するこ とによって、5V TTL レベルまたは 3.3 V レベ

ル用にコンフ ィギュレーシ ョ ンできます。図 12 に、 5V 専用シス

テムおよび 3.3V/5V の混合システムで使用されるXC9500 デバ

イスを示します。

ピン固定機能
デザイン変更時にユーザー定義のピン割り当てを固定する機能

は、 アーキテクチャが予期しない変更に適用できるかによって異

な り ます。 XC9500 デバイスには、 ピン配置を固定しながらデザ

インの変更を可能にする機能を強化したアーキテクチャが組み込

まれています。

XC9500 アーキテクチャは、 Fast CONNECT スイ ッチ マ ト リ ッ

クス内での最大配線を提供し、使用可能な積項のブロ ッ ク  ワイ ド

な割り当てを可能とする柔軟なファンクシ ョ ン ブロ ッ クを組み

込んでいます。 これによ り、 入出力ピンの割り当てを維持しなが

ら、 予期しないデザイン変更に対応できます。

最初に選択したデバイスのロジッ ク許容量以上を求めるデザイン

の変更には、 同じピン配置を使用してピン互換の大規模デバイス

へ新しいデザインをフ ィ ッ ト できます。 つま り、 ボードを再設計

するこ とな く、 高集積デバイスに同じボードを使用できます。

図 11 : 出力スルー レート  コン ト ロール (a) 立ち上がり出力 (b) 立ち下がり出力

図 12 : XC9500 デバイス (a) 5V システム (b) 複数レベル混在システム 5V/3.3V 

Time
0 0

1.5V

Standard

Output
Voltage

(a)

Slew-Rate Limited

Time

Output
Voltage

(b)

Standard

Slew-Rate Limited

TSLEW TSLEW

1.5V

DS063_11_110501

IN OUT

5V

GND

(b)

3.3V 

XC9500
CPLD

VCCINT VCCIO

5V

0V

3.3V

0V

3.6V

0V

3.3V

0V

3.3V

DS063_12_110501

3.3V 

5V TTL or

5V CMOS or

IN OUT

5V

GND

(a)

5V TTL

XC9500
CPLD

VCCINT VCCIO

5V

0V

–4V

0V

3.6V

0V

3.3V

0V

3.3V 

5V TTL or

5V CMOS or
12 japan.xilinx.com DS063 (v5.4) 2006 年 4 月 3 日
Product 製品仕様



XC9500 インシステム プログラマブル CPLD ファ ミ リ
R

インシステム プログラ ミング 
XC9500 デバイスは、標準の 4 ピン JTAG プロ ト コルを使用して

インシステム プログラ ミ ングが可能です (図 13 を参照)。 インシ

ステム プログラ ミ ングでは、 迅速かつ高効率で繰り返し設計で

き、 デバイス  パッケージを処理する必要がなくな り ます。 ザイ リ

ンクスの開発システムには、ザイ リ ンクスのダウンロード  ケーブ

ル、サード  パーティの JTAG 開発システム、 JTAG と互換性のあ

るボード  テスタ、または JTAG 命令シーケンスをエミ ュレートす

る単純なマイ ク ロプロセッサ インターフェイスを使用するプロ

グラ ミ ング データ  シーケンスがあ り ます。 

すべての I/O はト ライステートであ り、インシステム プログラ ミ

ング中は IOB の抵抗によって High にプルアップされます。 この

時、 Low になる必要がある信号がある場合は、そのピンにプルダ

ウン抵抗を追加して ください。

外部プログラ ミング

XC9500 デバイスのプログラ ミ ングには、 ザイ リ ンクス  HW-130
デバイス  プログラマやサードパーティ  プログラマを使用するこ

と も可能です。 これによ り、 将来の機能拡大のためのインシステ

ム プログラマブル オプシ ョ ンを使用して、 製造中にプログラム

済みデバイスを使用できる という新たな柔軟性が備わり ました。 

耐久性
すべての XC9500 CPLD デバイスの最少耐久性は、 10,000 回の

インシステム プログラム/消去サイ クルです。 この範囲内であれ

ば、 デバイスのファンクシ ョ ン、 パフォーマンス、 データ保持な

どすべての特性に問題はあ り ません。 

IEEE 1149.1 バウンダリ  スキャン (JTAG)
XC9500 デバイスは、 IEEE 1149.1 バウンダ リ  スキャン (JTAG)
を完全にサポート します。 各デバイスでは、 EXTEST、
SAMPLE/PRELOAD、 BYPASS、 USERCODE、 INTEST、

IDCODE、 および HIGHZ 命令がサポート されています。 ISP 動
作の場合は、5 つの追加命令 (ISPEN、FERASE、FPGM、FVFY、

および ISPEX) が追加されます。 これらの命令は、 1149.1 命令

セッ トに完全準拠しています。

TMS および TCK ピンには、 IEEE 1149.1 規格で指定された専用

のプルアップ抵抗があ り ます。

XC9500 用のバウンダ リ  スキャン記述言語 (BSDL) ファ イルは

開発システム内に含まれており、ザイ リ ンクスの FTP サイ トから

入手できます。

デザイン セキュリテ ィ
XC9500 デバイスには高度なデータ  セキュ リ テ ィ機能が組み込

まれており、不正な読み出しおよび不注意による消去/上書きから

完全に保護されています。 表 3 に、 4 つのセキュ リ ティ設定を示

します。

ユーザーが読み出し用セキュ リ テ ィ  ビ ッ ト を設定する こ とで、

JTAG を介する内部プログ ラ ミ ング パターンの読み出しやコ

ピーを防止できます。 設定する と、 それ以上のプログラムはでき

ませんが消去は可能です。 また、デバイス全体を消去しない限り、

このセキュ リ ティ  ビッ トはリセッ トできません。

書き込み用のセキュ リティ  ビッ トは、パワー アップ時など  JTAG
ピンがノ イズの影響を受ける際に、 不注意による消去または上書

きから保護します。 設定後、 デバイスが有効なパターンで再プロ

グラ ミ ングする必要がある場合には、 JTAG の特定シーケンスを

使用して書き込み保護を非アクティブにできます。 

表 3 : データ  セキュリテ ィのオプシ ョ ン

読み出し用のセキュリテ ィ

デフォルト セッ ト

書
き
込
み
用
の

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ

デフォルト

読み出し可

プログラム/消去可

読み出し不可

プログラム不可

消去可

セッ ト

読み出し可

プログラム/消去不可

読み出し不可

プログラム/消去不可
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低電力モード
すべての XC9500 デバイスには、個別マクロセルまたは全マクロ

セルに対する低電力モードがあ り ます。 このモード を使用する

と、 デバイスの消費電力を大幅に削減できます。 

個別のマクロセルに対して低電力モードでプログラムするこ と も

可能です。 パフォーマンスが重要なアプリ ケーシ ョ ンのパーツに

は、標準の電力モードを使用し、そのほかのパーツには低電力モー

ドを使用してプログラ ミ ングする と、 全体的な消費電力を抑える

こ とができます。 低電力モードでプログラムしたマク ロセルに

は、 ピン間の組み合わせ遅延やレジスタ  セッ ト アップ タ イムで

追加遅延 (TLP) が生じます。 積項クロ ッ クから出力までの時間お

よび積項出力イネーブル遅延は、 マクロセルの電力モード設定の

影響を受けません。

タイ ミ ング モデル
XC9500 アーキテクチャの一貫性によ り、 全デバイスのタイ ミ ン

グ モデルが単純化されました。 図 14 に示す基本的なタイ ミ ング

モデルは、標準電力モードおよび標準スルー レート を使用し、直

接積項のみを使用したマク ロセル フ ァン クシ ョ ンで有効です。

表 4 では、 各主要タイ ミ ング パラ メータが積項アロケータ  (必要

な場合)、 低電力モード、 およびスルー リ ミ テッ ド設定によって

どのよ うに影響を受けるかを示します。

積項アロケーシ ョ ン時間は、マクロセル ファンクシ ョ ンのロジッ

ク  スパンに依存し、積項パスにあるアロケータの最大数よ り  1 つ
小さい値と して定義されます。 直接積項のみ使用される場合、 ロ

ジッ ク  スパンは 0 になり ます。図 6 の例では、1 個のロジッ ク  ス
パンで最大 15 個の積項を使用できます。 図 7 の例は、 2 個のロ

ジッ ク  スパンで 18 個の積項ファンクシ ョ ンがあ り ます。

タイ ミ ングの詳細情報は、 図 15 に示す完全なタイ ミ ング モデル

を参照して ください。 各パラ メータの値および説明は、 各デバイ

スのデータ  シート を参照してください。

図 13 : インシステム プログラ ミング動作 (a) デバイスを PCB にハンダ付けする (b) ダウンロード  ケーブルを使用したプログラ ミング
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図 14 : 基本的なタイ ミング モデル

図 15 : タイ ミング モデルの詳細
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パワーアップのタイ ミング特性
XC9500 デバイスは、 すべての動作条件において正常に機能しま

す。 パワー アップ中には、 VCCINT が安全なレベル (約 3.8V) に
達するまでデバイスを静止ステートに保持する内部回路を使用し

ます。 この間、すべてのデバイス  ピンおよび JTAG ピンは無効に

なり、すべてのデバイス出力は IOB プルアップ抵抗 (～10KΩ) に
よって無効となり ます (表 5 を参照)。 供給電力が安全なレベルに

達する と、 すべてのユーザー レジスタは初期化され (通常、 9536
および 95144 の場合は 100µs 以内、95216 の場合は 200µs 以内、

および95288 の場合は 300µs 以内)、 デバイスが動作可能にな り

ます (図 16 を参照)。

デバイスが消去ステートの場合 (すべてのユーザー パターンがプ

ログラムされる前)、 IOB のプルアップ抵抗によって、 デバイス

出力は無効のままにな り ます。 JTAG ピンは有効で、 常にプログ

ラムできる状態です。

デバイスがプログラムされる と、 入力および出力はコンフ ィギュ

レーシ ョ ンされた状態になり、通常動作が可能になり ます。 JTAG
ピンが有効の場合は、デバイスの消去またはバウンダ リ  スキャン

テス トが常に実行できます。

開発システム サポート
XC9500 CPLD ファ ミ リは、 ザイ リ ンクスおよびザイ リ ンクスの

アラ イアンス  プログラム ベンダが提供する開発システムで完全

にサポート されています。

また、 設計者は ABEL、 回路図、 等式、 VHDL、 またはさまざま

なソフ ト ウェア フロン ト エン ド  ツールの Verilog を使用してデ

ザインできます。 開発ツールを使用してデザインをインプ リ メ ン

ト した り、 XC9500 デバイ スをプログ ラ ムするための JEDEC
ビッ トマップを生成できます。 各開発システムには JTAG ダウン

ロード  ソフ ト ウェアが含まれているため、標準の JTAG インター

フェイスおよびダウンロード  ケーブルを使用してデバイスをプ

ログラムできます。

FastFLASH テク ノロジ
すべての XC9500 デバイスには、 高度な CMOS Flash プロセス

が採用されています。 ザイ リ ンクスのインシステム プログラマブ

ル CPLD 用に特別に開発された FastFLASH プロセスは、高性能

ロジッ ク、 高速プログラム、 および 10,000 回のプログラム/消去

サイクルという耐久性が保証されており ます。

 

図 16 : 電源投入時のデバイス ビヘイビア
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表 4 : タイ ミング モデル パラメータ

パラ メータ 説明

積項

アロケータ (1)
マクロセル

低電力モード

出力スルー リ ミテッ ド

設定

TPD 伝搬遅延 + TPTA * S + TLP + TSLEW
TSU グローバル ク ロ ッ クのセッ ト アップ タイム + TPTA * S + TLP -
TCO グローバル ク ロ ッ クの Clock-to-output タイム - - + TSLEW
TPSU 積項クロ ッ クのセッ ト アップ タイム + TPTA * S + TLP -
TPCO 積項クロ ッ クの Clock-to-output タイム - - + TSLEW

TSYSTEM 内部システム サイ クル周期 + TPTA * S + TLP -
メモ : 
1. S = テキス トで定義されている とおり、 ファンクシ ョ ンのロジッ ク  スパン

表 5 : XC9500 デバイスの特性

デバイス回路 静止ステート 消去ステートのデバイス動作 有効なユーザー動作

IOB プルアップ抵抗 有効 有効 無効

デバイス出力 無効 無効 コンフィ ギュレーショ ンどおり

デバイス入力およびクロ ッ ク 無効 無効 コンフィ ギュレーショ ンどおり

ファンクシ ョ ン ブロッ ク 無効 無効 コンフィ ギュレーショ ンどおり

JTAG コン ト ローラ 無効 有効 有効
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保証免責条項
THESE PRODUCTS ARE SUBJECT TO THE TERMS OF THE XILINX LIMITED WARRANTY WHICH CAN BE VIEWED AT
http://japan.xilinx.com/warranty.htm. THIS LIMITED WARRANTY DOES NOT EXTEND TO ANY USE OF THE PRODUCTS IN
AN APPLICATION OR ENVIRONMENT THAT IS NOT WITHIN THE SPECIFICATIONS STATED ON THE THEN-CURRENT
XILINX DATA SHEET FOR THE PRODUCTS. PRODUCTS ARE NOT DESIGNED TO BE FAIL-SAFE AND ARE NOT
WARRANTED FOR USE IN APPLICATIONS THAT POSE A RISK OF PHYSICAL HARM OR LOSS OF LIFE. USE OF
PRODUCTS IN SUCH APPLICATIONS IS FULLY AT THE RISK OF CUSTOMER SUBJECT TO APPLICABLE LAWS AND
REGULATIONS.

その他の情報
XC9500 データシートおよびアプリ ケーシ ョ ン ノート パッケージ仕様

改訂履歴

次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。  

日付 バージョ ン 改訂内容

1998/12/14 3.0 AC 特性および内部タイ ミ ング パラ メータを変更。

1999/02/10 4.0 図 3 を修正。

1999/09/15 5.0 XC95288 に -10 スピード  グレードを追加。

2003/09/22 5.1 微修正。

2004/02/16 5.2 10 ページの GTS 入力の内容を修正。 「その他の情報」 にリ ンクを追加。

2005/04/15 5.3 PDF 属性のみを変更。 文書の変更はない。

2006/04/03 5.4 「保証免責条項」 を追加。 鉛フ リー パッケージについてのメモを追加。
DS063 (v5.4) 2006 年 4 月 3 日 japan.xilinx.com 17
Product 製品仕様

http://japan.xilinx.com/support/mysupport.htm#XC9500
http://japan.xilinx.com/warranty.htm
http://japan.xilinx.com/xlnx/xweb/xil_publications_index.jsp?iLanguageID=2&category=-19166&sGlobalNavPick=&sSecondaryNavPick=

	特徴
	ファミリの概要
	アーキテクチャの説明
	ファンクション ブロック
	マクロセル
	積項アロケータ
	Fast CONNECT スイッチ マトリックス
	I/O ブロック

	ピン固定機能
	インシステム プログラミング
	外部プログラミング

	耐久性
	IEEE 1149.1 バウンダリ スキャン (JTAG)
	デザイン セキュリティ
	低電力モード
	タイミング モデル
	パワーアップのタイミング特性
	開発システム サポート
	FastFLASH テクノロジ
	保証免責条項
	その他の情報
	改訂履歴

